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出
初
式
で
表
彰

一
月
六
日
村
木
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
た
消
防
出
初
式
で
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

V
消
防
協
力
者
表
彰

武
隅
三
郎
氏
六
郎
丸
一
、
二
七
五

昨
年
二
月
十
二
日
六
郎
丸
地
内
の
火

災
の
早
期
発
見
に
協
力

横
田
忠
氏
東
町
九
番
三
十
三
号

昨
年
十
一
月
十
五
日
経
団
漁
港
に
係

留
中
の
漁
船
に
発
生
し
た
火
災
の
早
期

発
見
に
協
力
。

ひ
き
つ
づ
き
優
良
団
員
表
彰
が
次
の

よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

V
優
良
消
防
団
員
県
知
事
表
彰

第
1
分
団

第
2
分
団

第
3
分
団

第
4
分
団

団
員

団
員

団
員

団
員

藤
田
銑
太
郎

牧

邦

夫

辻

谷

裕

司

北

野

清

第
5
分
団

第
6
分
団

第
7
分
団

第
9
分
団

第
叩
分
団

第
日
分
団

第
ロ
分
団

第
日
分
団

第
凶
分
団

班
長

団
員

団
員

団
員

団
員

班
長

団
員

団
員

団
員

伊

藤

秀

雄

寺

崎

秀

雄

広

田

秀

夫

小

坂

耕

吉

西

国

松

男

森

内

貞

男

長
谷
川
和
彦

吉

野

孝

雄

木

村

益

夫

V
優
良
消
防
団
員
支
部
長
表
彰

団
員

団
員

団
員

団
員

団
員

団
員

小 高俵 貰 小木
川島 沢 沢 内

栄一義 博昌
幸男正進志範

第
1
分
団

第
1
分
団

第
2
分
団

第
2
分
団

第
4
分
団

第
5
分
団

第
6
分
団

第
7
分
団

第
8
分
団

第
8
分
団

第
9
分
団

第
9
分
団

第
叩
分
団

第
日
分
団

第
ロ
分
団

第
日
分
団

第
日
分
団

第
は
分
団

第
日
分
団

消防署に、大型化学消防車、
団団団団団団団団団団団団団
員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員

左

近

良

雄

三

井

一

義

北

田

徳

安

佐
々
田
二
千
六

回

城

一

郎

三

井

忠

信

西
尾
春
生

吉

崎

勝

横
田
済
一

奥
村
嘉
一

大

沢

善

作

谷
地
元
康
弘

坂

本

光

徳

魚
津
市
内
の
危
険
物
(

特
に
石
油
類
)
を
貯
蔵
、

販
売
、
消
費
取
扱
を
し
て

い
る
事
業
所
は
百
三
十
余

カ
所
、
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
の
火
災
や
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
の
火
災
な
ど
は
、

普
通
の
消
火
方
法
で
は
消

す
こ
と
が
で
き
ず
、
又
、

爆
発
的
に
燃
え
拡
が
る
と

い
う
非
常
に
危
険
な
火
災

で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
火
災
は
、

化
学
協
を
噴
き
出
し
、
燃

え
て
い
る
油
面
を
、
覆
い

つ
く
し
て
消
火
す
る
よ
り

ほ
か
な
い
の
で
、
化
学
泡

原
液
に
水
を
も
っ
て
、
混

合
し
、
泡
発
生
装
置
を
も

っ
た
近
代
的
な
化
学
消
防

車
を
備
え
る
必
要
が
あ
り

(2) 

ま
し
た
。

五
十
四
年
度
で
、
化
学
消
防

車
の
購
入
計
画
が
な
さ
れ
、
五

十
四
年
十
二
月
十
七
日
、
消
防

署
に
納
入
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
五
年
消
防
出
初
式
で
、

紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の

化
学
消
防
車
は
、
国
庫
補
助
金

八
百
二
万
円
、
県
補
助
金
六
百

一
万
五
千
円
、
を
受
け
て
、
総

額
二
千
六
百
九
十
万
七
千
円
で

購
入
し
ま
し
た
。

概
要
と
し
て
、
三
菱
ふ
そ
う

八
ト
ン
シ
ャ
シ

l
、
エ
ン
ジ
ン

は
二
百
十
五
馬
力
、
ポ
ン
プ
蟻

装
は
、
大
阪
市
森
田
ポ
ン
プ
株

式
会
社
、
泡
原
液
一
千
二
百

μ
、

水
二
千
以
を
装
備
し
た
三
型
化

学
消
防
車
で
、
水
吐
出
口
は
四
口
、
泡

混
合
液
吐
出
口
は
二
口
と
、
毎
分
一
千

リ
ッ
ト
ル
放
射
で
き
る
放
水
銃
を
備
え

た
も
の
で
、
魚
津
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

隣
接
市
町
で
の
油
火
災
に
は
直
ち
に
出

動
し
、
一
挙
に
ひ
ね
り
つ
ぶ
し
て
み
せ

る
と
い
う
よ
う
な
迫
力
と
偉
容
は
頼
も

し
い
・
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
消
防
署
で
は
、
化
学
消
防
車

の
操
作
、
そ
の
他
、
運
用
面
の
熟
達
、

練
磨
に
つ
と
め
、
危
険
物
火
災
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
得
る
体
制

づ
く
り
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
化
学
消
防
車
が
活
躍
す
る
よ

う
な
火
災
が
起
き
な
い
よ
う
、
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
の
で
、
危

険
物
の
取
扱
い
に
は
特
に
慎
重
を
期
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
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今年も航海の安全と大漁を祈願

一魚津市出漁団の祈願祭一

l月25日魚津漁協大ホールV
!舗自幽圃抽畠舗幽 t・・圃a湖町通陸憎・・-刷

一
月
二
十
五
日
、
魚
津

漁
協
大
ホ
1
ル
で
航
海
の

安
全
と
大
漁
を
祈
っ
て
、

魚
津
市
出
漁
団
の
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世
界
的
に
漁
業
事
情
が
厳
し
い
折
、

清
河
市
長
(
出
漁
団
々
長
ゾ
や
県
知
事

な
ど
の
激
励
を
受
け
、
団
員
一
同
の
決

意
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
神
事
の
あ
と
、
優
良
団
員
で
表

彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

表

彰

者

名

簿

マ
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
長
表
彰

角

浜

康

雄

春

日

弘

魚

住

俊

光

魚

浦

正

マ
同
一
船
主
二
十
五
カ
年
勤
続
者
表
彰

(
市
出
漁
団
長
表
彰
状
)

表紙・ながなわとび

浜

住

敏

夫

}

マ
同
一
船
主
十
五
カ
年
勤
続
者
表
彰

日

(
魚
津
市
長
感
謝
状
)

一

猟

沢

佐

一

郎

川

中

忍

}

愛
宕
神
社
の
勝
軍
地
蔵
菩
薩
は
、
魚

米

川

洋

一
津
城
の
事
神
と
し
て
き
れ
た
も
の

マ
同
一
船
主
十
カ
年
勤
続
者
表
彰
〕
で
あ
る
が
、
後
に
は
火
伏
せ
の
神
と
し

(
市
出
漁
団
長
表
彰
状
)

一
て
新
川
一
円
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

魚

多

紀

一

海

原

義

信

〕

こ
の
火
祭
り
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
起
こ

大

野

邦

義

一

っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
藩
政

マ
同
一
船
主
五
カ
年
勤
続
者
表
彰

}
時
代
中
期
に
魚
津
町
に
大
火
が
相
次
い

(
市
出
漁
団
長
表
彰
状
)

一
だ
た
初
、
火
除
け
祈
願
に
火
消
し
の
用

辻

口

博

一

木

村

重

久

}

い
る
纏
の
馬
廉
に
似
せ
て
幣
を
模
作
し

浜

守

勝

弘

浜

守

辰

二

一
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

早

川

一

雄

先

名

輝

夫

w

魚
津
町
誌
に
よ
る
と
「
(
大
幣
を
山
車

有

磯

一

男

猟

沢

良

作

一

に
つ
け
)
太
鼓
ヲ
添
ヒ
鳴
ラ
ン
テ
早
朝

島

崎

武

中

村

信

幸

}

ヨ
リ
各
町
ヲ
巡
ル
、
其
時
此
小
幣
ヲ
一

マ
職
務
別
功
労
者
表
彰

一

一

戸
毎
ニ
サ
シ
入
レ
テ
米
銭
ヲ
募
リ
集
ル

(
市
出
漁
団
長
表
彰
状
)

}

ナ
リ
、
之
ヲ
終
レ
ハ
愛
宕
神
社
ニ
詣
リ

為

者

功

労

者

角

浜

康

雄

一

幾
許
ノ
米
ヲ
御
供
米
ト
シ
テ
捧
ゲ
、
夫

・

船

長

功

労

者

高

瀬

昭

則

}

レ
嗣
前
ニ
於
テ
ヨ
リ
此
幣
ヲ
焼
ク
ナ
リ
」

・

無

線

士

功

労

者

富

芳

昭

一

と
明
治
初
期
頃
の
様
子
を
描
写
し
て
い

・
甲
板
員
功
労
者
横
田
正
良

戸

魚
岸
太
一
郎

一

森
竹
忠
一

}

野方保育園

年長組担任

「大波小波風ガ吹く……ω昔か

ら伝承されるなわとびうだです。

子供だちは、このう疋をう疋って

遊13¥なわとびガ大沼きです。始め

は、なかなかリズムに合わせてと

んだり、なわをまわせなかっだ子

供だちも今では 「少し早いよω

「もっと大きくまわさんにやωと、

友達どうしで、なわのまわし方を

合わせています。

言葉ではうまく説明できなくて

「こうやって_J rこいがしられJ

と、体で示して教え合っている姿

も見られるようになり、ほとんど

の子供ガとべるようになりましだc

みんなで大きい口をあけ、う疋

をうだってJI慎番を侍っています。

お互いをおもいやり、いっしょ

に遊ぶ楽しさを、この様な伝承あ

そびの中から学ぱせ疋いと思いま

す。

律子浜田

愛
宕
神
社
の
火
祭
り

る
。
こ
の
喧
騒
ぶ
り
と
寄
付
の
強
請
は

か
な
り
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

町
誌
は
注
書
し
て
、
「
明
治
四
十
一
年
頃

ヨ
リ
ハ
小
供
等
ノ
各
戸
ニ
就
キ
テ
金
銭

米
類
ヲ
強
請
ス
ル
風
殆
ド
止
ミ
ヌ
、
本

町
風
俗
ノ
一
改
良
ト
イ
フ
ベ
シ
」
と
結

ん
で
い
る
。

東
勝
亭
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
野
口
秋

渚
画
く
と
こ
ろ
の
火
祭
り
の
図
は
こ
の

祭
り
の
雰
囲
気
を
よ
く
描
い
て
い
る
。

‘(
魚
津
市
史
上
巻
見
返
し
図
版
と
し
て

使
用
)。
藩
政
時
代
に
は
魚
津
町
の
半
分

近
く
を
焼
く
よ
う
な
大
火
が
数
度
あ
り
、

近
年
に
至
っ
て
も
三
十
一
年
の
大
火
は

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
傷
跡

を
残
し
た
。
こ
の
祭
り
を
良
風
と
し
て

伝
え
る
と
と
も
に
火
の
用
心
に
は
十
分

心
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

(3) 
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一
一
月
は
一
年
の
う
ち
で
も
っ
と
も
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
で
、
つ
い
コ
タ

ツ
に
は
い
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
る
と
い
う
生
活
に
終
始
し
が
ち
に
な
り
そ
う

で
す
が
、
た
ま
に
は
雪
中
の
運
動
も
い
か
が
で
す
か
|

|

|自
力
で
身
体

が
暖
た
ま
り
ま
す
よ
。
と
こ
ろ
で
今
月
は
電
気
の
お
笥

昭和55年 2月1日発行広報うおづ

電
気
掃
除
機
の
ホ
コ
リ
は
こ
ま
め
に

捨
て
ま
し
ょ
う
。
ホ
コ
リ
が
つ
ま
っ
た

ま
ま
で
掃
除
を
つ
づ
け
て
も
、
吸
い
込

む
能
力
は
低
下
す
る
一
方
で
す
。
さ
ら

に
モ
ー
タ
ー
の
負
担
も
増
し
、
電
気
を

く
う
だ
け
で
な
く
掃
除
機
の
寿
命
も
短

か
く
な
り
ま
す
。

あなたと市政をむすぷ

照
明
器
具
に
ホ
コ
リ
が
つ
く
と
本
来

の
明
る
さ
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
ホ
コ
リ
の
た
め

に
そ
の
分
だ
け
電
気
を
ム
ダ
に
し
て
い

る
の
と
同
じ
こ
と
。
と
き
ど
き
掃
除
し

て
本
来
の
明
る
さ
を
取
り
も
ど
し
ま
し

ょ、っ
。

電
気
コ
タ
ツ
で
温
度
調
節
の
で
き
る

も
の
は
、
低
い
温
度
目
盛
り
で
使
い
ま

し
ょ
う
。「
強」、
「中
」、
「弱」

で
そ
れ
ぞ

れ
一

O
Oワ
ッ
ト
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
り

ま
す
。
下
に
マ
ッ
ト
な
ど
を
敷
く
と
熱

を
に
が
さ
ず
「
弱
」
で
も
程
よ
い
暖
か
さ

が
保
て
、約
二
O
打
電
力
を
得
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
を

見
て
な
い
と

き
は
消
し
ま

し
ょ
う
。
誰

も
見
て
い
な

い
の
に
つ
い

て
い
る
時
間

は
意
外
に
多

い
も
の
で
す
。

テ
レ
ビ
だ
っ

て
き
っ
と
寂
し
が
っ
て
い
ま
す
よ
。

ま
た
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
込

ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
と
、
画
面
が

消
え
て
い
て
も
六
ワ
ッ
ト
ぐ
ら
い
の
電

気
が
流
れ
、
一
か
月
に
一
台
の
テ
レ
ビ

で
約
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
ム
ダ
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
に
深
夜
は
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う

b 

' 

， . 
• • 
e o 

' 

/中

ta--d認

ア
イ
ロ
ン
の
余
熱
は
ば
か
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
目
玉
焼
を
つ
く
る
こ
と
は
無

理
で
も
、
化
繊
や
小
物
の
仕
上
げ
な
ら

わ
ざ
わ
ざ
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
ま
で
も

な
く
十
分
ま
に
あ
い
ま
す
。

五
十
五
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
を
若
干
名

求
め
て
お
り
ま
す
。

任
務
は
①
市
へ
の
消
費
生
活
に
つ
い

て
の
意
見
具
申
②
各
種
講
習
会
に
よ
る

研
修
③
市
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
④
市
の
消
費
生
活
展
へ
の
協
力
等
で

二
十
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

お
申
込
み
は
市
役
所
総
務
課
行
政
係

(g
n
l
2
2
0
0
内
線
2
5
8
)。

モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
た
場
合
に
は
薄

謝
を
差
上
げ
ま
す
。

締
切
り
は
三
月
二
十
二
日

ω

(4) 

一
九
八

O
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

一
一
月
一
日
に
、
す
べ
て
の
農
家

や
林
家
の
方
々
を
対
象
に
農
林
業

の
国
勢
調
査
と
い
わ
れ
る
「
一
九

八
O
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
セ
ン

サ
ス
は
、
我
が
国
経
済
の
安
定
成
長

へ
の
移
行
と
、
石
油
問
題
な
ど
で

厳
し
い
状
況
に
あ
る
農
林
業
の
実

態
を
総
合
的
に
は
握
し
、
今
後
の

施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
特

に
今
回
は
国
際
連
合
食
糧
機
関
が

十
年
に
一
度
提
唱
す
る
世
界
的
調

査
に
参
加
し
国
際
協
力
を
行
う
も

の
で
す
。
二
月
一
日
の
調
査
日
前

後
に
は
調
査
員
が
農
家
や
林
家
の

皆
様
を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
の
結

果
は
統
計
目
的
以
外
に
は
使
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
安
心

し
て
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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シ
の
ズ

告
一
来

申
タ
到

〈〉
市
県
民
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で
で
す

今
年
も
申
告
書
を
出
し
て
い
た
だ
く

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
書
は
二
月

中
旬
に
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
配
付
し
ま

す
。
こ
の
申
告
書
は
五
十
五
年
度
の
市

民
税
、
県
民
税
を
課
税
す
る
基
礎
資
料

と
し
て
大
切
な
も
の
で
す
。
同
封
の
「
申

告
書
の
書
き
か
た
」
を
よ
く
お
読
み
に

な
っ
て
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え

申
告
期
限
(
三
月
十
五
日
)
ま
で
市
役

所
税
務
課
へ
必
ず
提
出
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
も
し
申
告
用
紙

が
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
紛
失
さ
れ
た

方
は
税
務
課
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。
し

か
し
会
社
等
へ
お
勤
め
の
方
又
は
家
族

の
扶
養
者
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
申
告

書
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

〈〉
市
県
民
税
申
告
相
談
案
内

市
で
は
市
県
民
税
の
申
告
書
の
記
載 ことしも所得税の確

定申告と市県民税の申

告時期が来ました。

この申告は、 55年度の

課税基礎資料となる大

切なものですから、納

得のいく税金が納めら

れるよう正しい申告を

しましょう 。

方
法
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
書
き

方
等
申
告
相
談
を
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
日
曜

日
は
除
く
)
ま
で
の
間
市
役
所
税
務
課

(
正
面
玄
関
入
口
右
側
)
で
税
務
職
員
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。ま
た
日
程
を
定

め
て
各
農
協

・
支
所
で
申
告
相
談
を
併

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
加

積
地
区
も
支
所
で
相
談
を
受
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

マ
地
区
別
相
談
日
程
表

(
相
談
時
間
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
四
時
)

1員日2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 相月月月月月月月月 月 月 月 月
11 10 7日 6 5 4 3 29 28 27 26 25 言炎

九日 日 日 日日日日日日日日日 日
(刈(月)幽(村(羽(刈(月)幽(村(梢(刈(月)

金 量 下野方地区 加 布抽地西区 経 上地中島区 下地中島区 金 上野地方区 片 天 松
詰地区当

地下積回 地 貝神倉
I也 地 I也 1也地地

区区区 区 区区区区

n 市役草務楳内 加楠支所M“ 農喜抽蕗fEaE 桂信周a協図E n 良所協中島支 務市役草課内 上野方支所仰 支所片貝11 天神所支11 協空里支所
場

所

女
私
た
ち
の
健
康
と
疾
病

マ
世
界
一
の
長
寿
国
日
本

昭
和
五
十
三
年
の
調
べ
で
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
、
男
が
七
十
三
歳
、
女
が

七
十
八
歳
と
い
う
世
界
第
一
位
の
長
生

き
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
世
に
生
を
、
つ
け
た
も
の
と
し
て

う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
半
面
に

病
気
を
も
っ
人
が
年
々
ふ
え
て
い
ま
す
。

国保だより

-
』

A

，ふん，、

損
傷
に
よ
る
脳
梗
塞
や
脳
出
血
つ
ま

り
脳
卒
中
を
起
こ
す
病
気
。
つ
づ
い
て

ガ
ン
、
虚
血
性
心
臓
病
(
心
筋
梗
塞

・

狭
心
症
)
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
で
死

ぬ
人
が
全
体
の
四
十
軒
を
占
め
る
ほ
ど

多
い
の
で
、
(
若
年
者
も
か
か
る
)
な
ん

と
し
て
も
若
い
う
ち
か
ら
予
防
に
つ
と

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
結
核
は
だ
ん
だ
ん
に
老
人
の

病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
若
い

う
ち
に
感
染
し

て
い
た
の
を
気

づ
か
ず
に
い
て
、

中
年
以
後
に
な

っ
て
、
た
と
え

ば
感
冒
な
ど
が

引
金
と
な
っ
て

爆
発
的
に
発
症

す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
い
の

で
す
。
現
在
は

化
学
療
法
の
進

歩
で
、
若
い
人

が
結
核
で
死
ぬ

こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
ま

zny立

以
M'F

病
気
を
も
ち
な
が
ら
長
生
き
す
る
の

で
は
な
く
、
健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
八
十
年
代

の
日
本
は
老
年
者
が
多
く
な
り
、
若
い

人
た
ち
の
生
産
社
会
で
の
負
担
が
重
く

な
る
だ
け
に
、
老
人
も
健
康
で
負
担
を

分
け
て
働
く
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
で
し

ょ、っ
。

マ
成
人
病
と
の
闘
い

命
と
り
と
な
る
病
気
の
筆
頭
は
血
管

し
た
。

lU--

人
間
の
か
ら
だ
は
年
を
と
っ
て
く
る

と
だ
れ
で
も
老
化
現
象
を
起
こ
し
ま
す
。

た
と
え
ば
皮
膚
の
つ
や
が
な
く
な
り
、

し
わ
が
ふ
え
、
髪
の
毛
が
う
す
く
な
っ

た
り
す
る
の
も
老
化
現
象
で
す
。

ま
た
、
年
と
と
も
に
血
管
の
壁
が
厚

く
な
っ
て
弾
力
性
が
失
わ
れ
た
り
、
血

圧
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
う
老
化
現
象
に
と
も
な
っ
て
起
こ

る
病
気
、
四
十
歳
ご
ろ
か
ら
多
く
な
る

病
気
を
成
人
病
と
い
い
ま
す
。

脳
卒
中
と
か
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
心
臓
病
、
あ
る
い
は
ガ
ン
、
糖

原
病
な
ど
が
そ
れ
で
す
。
む
か
し
は
結

核
が
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い

ま
し
た
が
、
い
ま
は
脳
卒
中
、
ガ
ン
、

心
臓
病
が
死
亡
順
位
の
第
一
位
、
第
二

位
、
第
三
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
の
対
策
は
、
平
均
寿
命
が
伸

び
、
老
齢
の
人
々
が
増
加
し
て
き
た
現

在
、
大
き
な
国
民
的
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。lω% 90 

その 他
(33.5%) 

その他
(29.3%) 

各世代に占める成人病死t割合

その他
(44.1%) 

その他
(36.5%) 

がん
(30.3%) 

がん
(36.8%) 

10 

(5) 
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死亡事故に竃鎗写.酒のみ遺程

av飲
酒
運
転
追
放
の
心
得

。
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
い

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
お
く
こ
と
。

。
習
慣
や
義
理
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
。

O
車
の
と
き
は
、
す
す
め
ら
れ
て
も
飲

ま
ず
、
す
す
め
な
い
こ
と
。

。
飲
酒
運
転
は
、
法
で
厳
し
く
禁
じ
ら

れ
て
お
り
、
運
転
し
た
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
酒
を
飲
ま
せ
た
人
、
飲

ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
車
に

同
乗
し
た
人
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
こ
わ
さ
を
家
庭
の
奥
さ

ん
も
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

。
飲
酒
事
故
の
危
険
度

。
ア
ル
コ
ー
ル
の
体
内
残
留
は
長
い

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
予
想
外
に
長
く
体

内
に
残
留
し
、
無
意
識
の
う
ち
に
動

作
を
に
ぶ
く
し
、
も
と
に
も
ど
る
に

は
七
1
八
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

。
ほ
ろ
よ
い
気
分

「
ほ
ろ
よ
い
一
歩
手
前
」
の
状
態
に

更
に
も
う
一
合
飲
み
ま
す
と
血
中
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
は
倍
加
し
、
こ
ん
ど

は
「
ほ
ろ
よ
い
気
分
」
と
な
っ
て
、

動
作
が
一
段
と
に
ぶ
く
な
る
か
わ
り

に
鼻
歌
も
出
て
き
ま
す
。

積
雪
・
凍
結
時
の
安
全
運
転

O
急
ブ
レ
ー
キ

・
急
ハ
ン
ド
ル
・
急
加

速
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

O
ス
ピ
ー
ド
を
落
し
、
徐
々
に

(
ダ
ブ

ル
)
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

O
つ
と
め
て
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使

用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
凍
結
道
路
の
連
続
進
行
は
玉
突
き
追

突
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
車

間
距
離
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

O
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
、
急
な
下
り

坂
の
カ
ー
ブ
地
点
、
急
な
坂
道
な
ど

日
陰
や
橋
の
上
は
十
分
に
減
速
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
鉄
駅
前
新
町
市
営
自
転
車
置
場
の
増
設

国
鉄
魚
津
駅
前
通
り
(
用
水
上
)
に
新

し
く
自
転
車
置
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
自
転
車
の
利
用
者
が
増
え
、
今

ま
で
の
収
容
能
力
で
は
、
何
か
と
不
便

を
与
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
充

分
に
自
転
車
を
置
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
置
か
れ
る
よ
う

に
き
ち
ん
と
整
と
ん
し
て
、
置
い
て
く

だ
さ
い
。

。
歩
道
上
に
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
一
時
預
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
か
ら
相
互
に
歩
行
者
の
違
恐

の
な
ら
な
い
よ
う
に
置
場
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

.新設された自転車置場

フリ市
イ|視

ル〈聴
ム16覚

ミフ

のリイ
紹映ブ
介画ラ

五
十
四
年
度
に
次
の
映
画
フ
ィ

ル
ム
を
購
入
し
ま
し
た
の
で
学
校

教
育
、
社
会
教
育
の
場
で
利
用
さ

れ
ま
す
よ
う
お
す
〉
め
し
ま
す
。

ω嫁
ぐ
わ
が
子
に
カ
ラ
l
お
分

ω叱
ら
な
い
時
代

・
叱
れ
な
い
親

C
ぬ
分

ωお
じ
い
ち
ゃ
ん
の
青
春

C
初
分

ω三
世
代
家
族

c
n分

間
一
寸
法
師

C
U
分

山
間
縄
文
土
器

問
た
い
せ
つ
な
歯

山
間
ほ
め
て
よ
い
こ
と

わ
る
い
こ
と

c
m分

ω自
転
車
の
交
通
法
規

C
M
分

州
自
由
と
規
律

c
m分

川
ピ
l
タ
l
と
狼

C
H
分

ω生
命
創
造

c
m分

ωご
ん
ぎ
つ
ね

C
幻
分

詳
し
い
内
容
や
利
用
の
た
め
の

学
習
の
場
等
に
つ
い
て
は
市
教
育

セ
ン
タ
ー
内
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
あ
て
照
会
く
だ
さ
い
。

宮

n
l
2
4
9
5

C
M
分

c日
分

(6) 



ア
メ
リ
カ
研
修
視
察
に
参
加
し
て

青
少
年
育
成
国
民
会
議
主
催
の
青
少

年
育
成
推
進
指
導
員
海
外
専
門
研
修
視

察
に
全
国
よ
り
選
考
さ
れ
た
十
六
名
の

う
ち
の
一
員
と
し
て
、
十
一
月
九
日
か

ら
十
二
月
一
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

を
「
青
少
年
の
社
会
参
加
と
生
涯
教
育
」

と
い
う
テ
l
マ
を
持
っ
て
参
加
し
、
見

た
ま
ま
、
思
っ
た
ま
ま
を
し
た
た
め
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ス
ペ
ー

ス
の
都
合
に
よ
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は

市
民
の
皆
さ
ん
と
接
し
た
機
会
に
譲
る

こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
概
略
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

先
進
国
ア
メ
リ
カ
の
訪
問
第
一
歩
は

ク
リ
l
ブ
ラ
ン
ド
(
オ
ハ
イ
オ
州
)
で

汚
れ
た
町、

治
安
が
不
安
な
町
の
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
町
の
な
か
を
走
る
車

は
、
日
本
で
は
ポ
ン
コ
ツ
の
部
類
に
入

る
車
が
多
く
、
暴
徒
に
よ
っ
て
焼
か
れ

た
家
(
一
九
六
六
年
)
が
い
ま
だ
に
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
て
、
町
の
い
た
る

あ
-e
か
ん

と
こ
ろ
に
紙
く
ず
、
空
缶
、
タ
バ
コ
の

吸
い
が
ら
等
が
無
造
作
に
散
ら
ば
っ
て

い
る
町
で
す
。
Y
M
C
A
(
キ
リ
ス
ト

教
男
子
青
年
会
)
の
方
に
町
の
美
化
に

対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
余
り
関
心
が
な

い
と
の
返
事
で
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に

は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
が
先
進
国
ア
メ
リ
カ
の
一
部
か
と
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本

江

考
え
さ
れ
ら
れ
ま
し
た
。

ク
リ
l
ブ
ラ
ン
ド
に
着
く
と
早
々
、

日
系
人
に
よ
っ
て
年
一
回
催
さ
れ
て
い

る
日
本
祭
り
に
招
待
さ
れ
、
そ
こ
で
は

ア
メ
リ
カ
本
土
に
お
い
て
日
本
人
と
し

て
の
生
活
と
伝
統
、
そ
し
て
人
種
を
い

つ
ま
で
も
守
り
抜
こ
う
と
努
力
し
て
い

る
姿
に
涙
の
流
れ
る
思
い
を
し
、
ま
た

友
交
親
善
の
任
務
を
果
し
た
こ
と
で
、

私
の
脳
裏
に
い
つ
ま
で
も
良
い
印
象
と

し
て
残
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
た
び
の
研
修
視
察
で
訪
問
し
た

施
設
は
、
ク
リ
l
ブ
ラ
ン
ド
市
で
は
総

合
大
学
(
生
涯
教
育
)
、
幼
年
、
青
少
年

の
施
設
(
ア
ル
タ
ハ
ウ
ス
)、
健
康
教
育

橋

本

正

博
物
館
、
黒
人
の
青
少
年
社
会
福
祉
施

設
、
現
地
Y
M
C
A
と
の
交
歓
会
、
青

少
年
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
盲
人
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
等
、
ま
た
、
タ
ル
サ
市

(
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
)
で
は
、
青
年
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
職
業
短
期
大
学
、
青

年
赤
十
字
東
部
支
社
、
職
業
教
育
学
校
、

職
業
家
庭
子
供
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

青
年
経
済
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

未
婚
の
母
教
育
セ
ン
タ
ー
、
ワ
シ
ン
ト

ン
高
等
学
校
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
青
年
会

議
所
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
(
一
人
ま
た
は

二
人
組
で
二
泊
三
日
)
等
、
ま
た
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
)
で
は
現
地
Y
M
C
A
と
の
交
歓

会
、
青
少
年
職
業
指
導
訓
練
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
職
業
高
等
学
校
、
市
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
と
の
交
歓
会
や
ア
メ
リ
カ

国
務
省
派
遣
の
通
訳
を
囲
ん
で
の
全
体

反
省
会
等
を
消
化
し
有
意
義
な
研
修
視

察
で
あ
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
各
種
の
人
種
が
入
り
混

り
、
民
主
政
治
の
基
本
に
立
っ
て
自
分

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
国
づ
く
り
に
努
力

し
、
そ
し
て
今
後
そ
の
な
か
で
人
間
形

成
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

姿
が
あ
り
あ
り
と
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
は
長
い
歴
史
の
な
か
で
作
ら
れ

た
家
族
制
度
の
上
に
立
っ
て
人
聞
社
会

を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
目

的
に
向
っ
て
歩
く
道
は
ア
メ
リ
カ
と
日

本
と
で
は
違
う
け
れ
ど
、
人
づ
く
り
、

国
づ
く
り
の
面
で
は
同
じ
で
あ
り
、
ま

た
、
両
国
と
も
内
容
の
あ
る
充
実
し
た

日
常
生
活
の
な
か
で
最
後
の
到
達
点
に

向
っ
て
努
力
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
短
い
訪
米
の
研
修
視
察
で

あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
一
生
の
良
き
教

訓
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
教
訓
を
生
か

し
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

大
衆
の
生
活
に
溶
け
こ
ん
で
生
き
る
決

意
で
す
。
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
発
刊
の

社
会
教
育
、
学
校
教
育
、
成
人
教
育
、

男
女
平
等
、
生
涯
教
育
等
に
関
す
る
本

を
図
書
館
に
置
き
ま
し
た
の
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

第
十
回
富
山
県

青
年
の
船
団
員
募
集

。
一
般
部
門

マ
訪
問
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

マ
派
遣
期
間
五
十
五
年
十
月
十
四
日

か
ら
十
月
二
十
五
日
ま
で
(
十
二
日

間
)

マ
応
募
人
員
男
子
二
名
女
子
一
名

マ
応
募
資
格
日
本
の
国
籍
を
有
し
、

富
山
県
に
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住

す
る
満
二
十
歳
以
上
二
十
九
歳
ま
で

の
男
女
(
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
人
)
で
身
体
強
健
で
協
調

性
に
富
み
、
帰
国
後
も
職
場
、
地
域
、

青
少
年
団
体
等
で
中
堅
青
年
と
し
て

活
動
が
で
き
る
人
。

欠
格
者
は
、
固
ま
た
は
地
方
公
共

団
体
で
行
っ
た
事
業
に
参
加
し
て
海

外
渡
航
し
た
人
、
大
学
生
、
高
等
専

門
学
校
に
在
学
中
の
人
。

マ
経
費
本
人
負
担
総
経
費
の
六
分
の

一
(
約
十
三
万
五
千
円
)

。
農
業
部
門

マ
訪
問
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
(
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
)

マ
派
遣
期
間
五
十
五
年
十
月
中
旬
か

ら
十
一
月
上
旬
(
約
三
週
間
)

マ
応
募
人
員
男
子
一
名

マ
応
募
資
格
満
二
十
歳
か
ら
三
十
四

歳
ま
で
の
男
子
で
農
業
に
従
事
す
る

人
、
ま
た
は
農
業
に
従
事
し
な
が
ら

農
業
団
体
に
勤
務
し
て
い
る
人
。
(
そ

の
他
、
一
般
部
門
と
同
じ
)

マ
経
費
の
本
人
負
担
総
経
費
の
六
分

の
一
(
約
十
三
万
円
)

マ
募
集
期
間
一
般
部
門
、
農
業
部
門

い
ず
れ
も
五
十
五
年
三
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
(
内
線
3
0
8
)

(7) 
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テ
ィ
・
ザ
E
ピ
ス
事
業
と
隠

ね
た
き
り
老
人
な
ど
を
対
象
と
し

た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
入

所
保
護
と
、
在
宅
介
護
の
中
間
的
施

策
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
在
宅
の
障
害

(
虚
弱
)
老
人
が
定
期
的
に
施
設
に

通
う
こ
と
に
よ
り
、
老
人
の
社
会
性

回
復
と
精
神
的
安
定
の
面
で
、
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
家
族
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
間

昭和55年 2月1日発行広報うおづ

介
護
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

老
人
と
介
護
者
の
人
間
関
係
の
維
持
、

家
庭
生
活
の
安
定

・
向
上
等
に
効
果

が
あ
る
の
で
は
と
、
五
十
四
年
度
か

ら
初
め
て
国
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
事
告
端
で
す
。
な
お
全

国
で
、
魚
津
市
を
含
め
九
ヵ
所
が
国

の
指
定
を
受
け
実
施
し
ま
す
。

虚
弱
老
人
の
た
め
の
総
合

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
進
む

あなたと市政をむすぷ

市
で
は
、
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

し
て
、
市
内
に
在
宅
す
る
ね
た
き
り
老

人
等
虚
弱
老
人
の
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
施

設
と
し
て
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
総
事
業
費
七
千
余
万
(
建
設
費
四
千

一二

O
余
万
円
)
で
新
川
ヴ
ィ
l
ラ
に

隣
接
し
て
昨
年
の
十
二
月
か
ら
建
設
中

で
、
三
月
初
旬
に
竣
工
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
施
設
に
は
、
ね
た
ま
ま
入
浴
の

忌
1
A
J

で
き
る
特
殊
浴
槽
、
身
体
の
捗
時
障
害

者
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
|
訓
練
設
備
、

利
用
者
の
健
康
状
態
に
即
し
て
の
給
食

サ
ー
ビ
ス
施
設
、
介
護
者
教
育
の
た
め

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
利
用
者
の

通
所
の
便
を
確
保
す
る
た
め
、
車
椅
子

.. 
r特3引IJ.竃老人ホーム

新川ヴィ ーラ」

:τ::91 

:q l- 一一

ディ・サービス平面図

rデイ.

サービス』

等
に
乗
っ
た
ま
ま
乗
車
の
で
き
る
リ
フ

ト
付
パ
ス
も
配
置
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で

き
る
人
は
、
市
内
に
在
宅
す
る
虚
弱
老

人
の
中
か
ら
利
用
申
込
み
を
募
り
、
そ

の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
人
が
登
録
さ

れ
、
一
日
の
利
用
定
員
二
十
五
名
以
内

週一

l
二
回
利
用
と
し
て
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
日
割
に
よ
っ
て
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

市
で
は
、
近
く
民
生
委
員
等
を
通
じ
、

利
用
申
込
み
を
受
付
け
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉

課
福
祉
係
(
宮
内
線
2
2
0
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

片
貝
川
沿
岸
用
水
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

(8) 

二
月
二
十
六
日
任
期
満
了
に
よ
る
片

貝
川
沿
岸
用
水
土
地
改
良
区
の
総
代
選

挙
が
、
次
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

四
、
選
挙
運
動

ω
選
挙
事
務
所
は
・

原
則
と
し
て
一
ヵ
所
で
、
衆
院
選
、

参
院
選
及
び
知
事
選
で
は
選
挙
管
理

委
員
会
の
交
付
し
た
標
札
を
掲
げ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

休
憩
所
、
連
絡
所
の
よ
う
な
も
の

は
ど
の
よ
う
な
名
目
の
も
の
で
も
設

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ω
選
挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
る
者
は

ア
、
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
、

選
挙
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
、
職
員
、
裁
判
官
、
検
察
官

公
安
委
員
会
委
員
、
警
察
官

マ
選
挙
す
べ
き
総
代
の
数
六
十
人

マ

告

示

日

一

月

三

十

日

マ
選
挙
の
期
日
二
月
十
九
日

税
務
職
員
な
ど
。

イ
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
、
地

方
公
務
員
及
び
国
立
、
公
立
学

校
の
教
職
員
(
政
治
的
行
為
が

制
限
さ
れ
、
公
の
選
挙
で
投
票

す
る
よ
う
に
、
ま
た
は
し
な
い

よ
う
に
勧
誘
運
動
を
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。)

ウ
、
未
成
年
者
(
労
務
に
従
事
す

る
だ
け
な
ら
さ
し
っ
か
え
な
い
。)

エ
、
選
挙
犯
罪
を
犯
し
た
た
め
、

公
民
権
停
止
さ
れ
て
い
る
有

マ
選
挙
一
口
メ
モ

す
べ
り
込
み
文
書

選
挙
運
動
期
間
前
に
配
布
し
た
立

候
補
予
定
者
の
名
前
な
ど
が
入
っ
て

い
る
文
書
や
ポ
ス
タ
ー
を
、
立
候
補

の
届
出
後
も
そ
の
ま
ま
掲
示
し
た
り

回
覧
し
た
り
す
る
こ
と
。

選
挙
運
動
期
間
中
は
、
選
挙
用
葉

書
の
ほ
か
自
由
に
頒
布
で
き
る
文
書

は
一
切
な
い
(
国
会
議
員
選
挙
の
場

合
は
、
こ
の
ほ
か
二
種
類
の
選
挙
運

動
用
ピ
ラ
が
頒
布
で
き
る
。
)
の
で
、

こ
の
禁
止
を
免
れ
る
た
め
に
右
記
の

す
べ
り
込
み
文
書
が
見
受
け
ら
れ
る

が
、
い
か
な
る
名
目
で
あ
っ
て
も

選
挙
運
動
期
間
中
は
、
候
補
者
等
の

氏
名
等
が
入
っ
た
文
書
図
画
を
頒
布
、

掲
示
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
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第
4
回
魚
津
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
の
開
催

最
近
市
民
の
あ
い
だ
で
、
静
か
な
ブ

ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
れ

は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
簡
単
に
な
じ
み
や

す
く
て
、
楽
し
い
こ
と
で
は
、
も
っ
と

も
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
で
な
い
で
し
ょ
う

か
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
れ
で
も
が

気
軽
に
出
来
、
ま
た
、
体
力
づ
く
り
に

も
な
り
ま
す
。

市
で
は
、広
く
一
般
市
民
を
対
象
に
、

毎
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
か
多
数
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

マ
日
時
二
月
十
七
日
制
午
前
八
時
三

十
分
よ
り
受
付

マ
会
場
市
総
合
体
育
館

マ
種
目

・
中
学
の
部
(
男
女
)

・
高
校
の
部
(
男
女
)

-m歳
以
下
の
部
(
男
女
)

-m歳
i
ぬ
歳
の
部
(
男
女
)

.ω歳
以
上
の
部
(
男
女
)

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
部

マ
種
別
全
ク
ラ
ス
共
ダ
ブ
ル
ス
と
し

ま
す
。

マ
使
用
球
中
学
生
|
カ
ル
ト
ン

高
校
生
以
上
|
水
鳥
球

(
オ
フ
シ
ャ
ル
ま
た
は
ニ

ュ
l
オ
フ
シ
ャ
ル
)

マ
そ
の
他
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
は
各

試
合
に
つ
き
、
選
手
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
期
限
二
月
十
六
日
出
ま
で

マ
申
込
先
市
教
委
体
育
課
ま
た
は

市
総
合
体
育
館
ま
で
。

第三種郵便物認可

ア
ト
フ
ン
ポ
リ
ン

総市 はだ ツ 孝文
合教ーし傷ユ二
体委五現害亙三
育 体 O 在保 刀、
館育円加険 Vノ

き雪 f会堂 開
。たまのむ 《崖
は す 会 、 ，匹
、)費た

市
ジ
ユ

三
月
一
日
、
八
日
、十
五
日
、

二
十
二
日
、
二
十
九
日
、
毎

週
土
曜
日
、
計
五
回
実
施
、

午
後
二
時
i
四
時
ま
で
。

マ
会
場
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
小
学
生

マ
受
講
料
一
人
八

O
O円
(
ス
ポ
|

マ
期
日

マ
申
込
み

一
一
月
の
総
合
体
育
館
利
用
日
程

一
一
一
日
制
市
連
青
車
球
、
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
(
大
、中
体
一
日
)

十
日
制
母
親
ク
ラ
ブ
親
子
体
力
づ
く

り
大
会
(
大
体
一
日
)

十
一
日
間
市
児
童
ク
ラ
ブ
卓
球
大
会

(
中
体
午
前
)

十
七
日
岡
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

(
大
体
一
日
)

二
十
四
日
岡
市
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

(
大
体
一
日
)

母
と
子
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

一
一
日
、
九
日
、
十
六
日
、
二
十
三
日

三
月
の
歩
ニ
う
会

三
月
の
歩
こ
う
会
は
、
二
日
に
大
谷

温
泉
方
面
へ
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
九
時
に
出
発
、

徒
歩
で
大
谷
温
泉
ま
で
行
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
八
時
五
十
分
ま
で

に
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
(
畳
食
持
参
)

月 日 出発時間 集合場所 行先 ・ コース等

2 3 AM9: 00 電鉄魚津駅 徒歩一経団一片貝橋方面

3 2 AM9: 00 電鉄魚津駅 徒歩一大谷温泉方面

4 6 AM8: 30 電鉄魚津駅 徒歩一天神山方面

電鉄魚津駅 パス 黒籾沢行 平山菜開採拓 り
5 11 AM8: 00 

地鉄パス
黒沢一回 一福 田

中食持参

6 
電鉄魚津駅 パス 坪野行一小菅沼一鹿熊城跡

1 I AM8: 40 
地鉄パス 一鹿熊一パス 中食持参

電鉄魚津駅 パス 東蔵行一上島尻一大菅沼
7 6 AM8: 00 

地鉄パス 一坪野ーパス 中食持参

新宿総合庁舎 パス 鹿白熊倉行
8 3 AM7: 13 

富山観光ノ〈ス
大熊一 一鹿熊一パス

中食持参

9 7 AM8: 30 電鉄魚津駅 徒歩天神山方面ぶどう狩り

14 詳細は
9 未定 五ヶ山方面 一泊

15 後日発表

5 AM8: 30 電鉄魚津駅
徒歩一月形橋一早月川原

10 
バーベキュー 帰りはパスご飯持参

電鉄魚津駅 パス 坪野行坪野口一六百峠方面
11 2 AM8: 40 

地鉄パス 帰りはパス 中食持参

12 7 AM9: 00 電鉄魚津駅 徒歩一市総合体育館 総会

ことしの歩こう会行事日程表
魚津歩こう会

(9) 
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年
金
の

繰
り
上
げ
支
給

老
齢
・
通
算
#
岳
年
金
は
、
原
則
と

し
て
六
十
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

希
望
す
れ
ば
六
十
五
歳
に
な
る
前
で
も

(
繰
り
上
げ
受
給
)
、
ま
た
六
十
五
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
で
も
(
繰
り
下
げ
受
給
)

年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
支
給
を
希
望
す

る
と
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
減
額
さ

れ
た
年
金
額
の
ま
ま
で
す
の
で
よ
く
考

え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

繰り上げ
./A-、 繰り下げ
十

60歳以上-61歳未満
五

58% 歳 66歳以上-67歳未満 112% 
の

61歳 11 -62歳 11 65 
年金額

67歳 11 -68歳 11 126 

62歳 11 -63歳 H 72 68歳 11 -69歳 11 143 

63歳 11 -64歳 11 80 対 69歳 11 -70歳 11 164 
し

64歳 11 -65歳 11 89 て 70歳 11 188 

一
!
!ね
ん
き
ん
標
語

4
;
;
;
;
;
;
d

…
年
金
は
明
る
い

，

…

老

後

の
道
し
る
べ

…

年
金
の
支
給
を

受
け
る
に
は

年
金
を
受
け
る
に
は
、
そ
の
権
利
を

も
っ
人
が
、
自
分
で
請
求
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
権
利
が
で
き

て
も
受
け
る
人
か
ら
請
求
が
な
い
と
、

年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

年
金
を
も
ら
う
要
件
が
そ
ろ
っ
た
人
は

す
ぐ
市
町
村
役
場
で
年
金
の
裁
定
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-年金の支払月

与ょご!叶1月 12月 3 .Fl 14月 15月 6月
1
7月

1
8月 9月卜o月III月

老 齢年金 3 月 6 月 9 月 II 月

→x 
通 算老齢年金 6 月 12 月

払

障遺害児・母・子寡(準婦母年子金) 3 月 6 月 9 月 12 月

月

112月(希望山 II月)福 祉年金 4 月 8 月

総
出
激
減
擦
問

主
婦
の
国
民
年
金
へ
の
「
任

意
加
入
」
と
「
特
例
納
付
」

問

私
は
家
庭
の
主
婦
で
、
夫
が
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
私
自

身
何
の
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
、
無
年
金
者
対
策
と
し
て
、
国
民

年
金
の
過
去
の
お
さ
め
忘
れ
た
分
を
五

十
三
年
七
月
よ
り
二
年
間
、
特
例
と
し

て
納
付
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

私
の
よ
う
な
ぱ
あ
い
で
も
、
納
付
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

答

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
お
さ
め

忘
れ
た
よ
う
な
ぱ
あ
い
、
二
年
間
は
さ

か
の
ぼ
っ
て
追
納
が
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
す
ぎ
る
と
時
効
と
な
り
、
保
険

料
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
年
金
は
長
い
期
間
(
国
民
年
金

で
は
一
般
に
二
十
五
年
以
上
)
保
険
料

を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
老
後

に
そ
な
え
る
と
い
う
の
が
一
つ
の
大
き

な
目
的
で
す
。
そ
の
よ
う
な
制
度
だ
け

に
、
あ
ま
り
に
も
保
険
料
を
か
け
な
か

っ
た
期
間
が
長
い
と
、
老
後
に
年
金
を

う
け
と
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
お
さ
め
忘
れ
た
り
し
て
時

効
に
な
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
お
さ
め

な
お
す
機
会
を
と
い
う
こ
と
で
登
場
し

た
の
が
、
こ
の
特
例
納
付
制
度
で
す
。

こ
の
特
例
納
付
が
で
き
る
期
間
は
、
昭

和
三
十
六
年
四
月
の
国
民
年
金
発
足
以

後
の
時
効
と
な
っ
た
期
間
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
特
例
納
付
の
対
象
と

な
る
人
で
す
が
、
「
強
制
加
入
者
」
の
人

。。

た
ち
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
い
か
え
る
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
や
畳
間
部
の
学
生
、
他
の
制
度

か
ら
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人
な
ど
の
「

任
意
加
入
者
」
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
な
ど
の
任
意
加
入
者
で
あ

っ
て
も
、
過
去
に
強
制
加
入
の
期
間
が

あ
り
、
そ
の
問
、
国
民
年
金
に
加
入
し

忘
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
保
険
料
を
お

さ
め
忘
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
人
は
、

も
ち
ろ
ん
対
象
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
例
納
付
制
度
は
加
入
期
間
が
足

り
な
く
て
、
年
金
に
結
び
つ
か
な
く
な

る
人
た
ち
を
救
お
う
と
い
う
い
わ
ゆ
る

無
年
金
者
対
策
と
し
て
も
う
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
す
で

に
年
金
を
う
け
ら
れ
る
だ
け
の
加
入
期

間
が
あ
る
人
で
も
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
、
過
去
に
お
さ
め
忘
れ
、
時
効
に

な
っ
た
期
間
が
あ
れ
ば
、
一
年
で
も
二

年
で
も
特
例
納
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
だ
け
将
来
、
つ
け
る
年
金
額
を
ふ
や

せ
る
と
い
う
効
用
も
あ
り
ま
す
。
以
上

が
、
特
例
納
付
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な

説
明
で
す
が
、
あ
な
た
の
ば
あ
い
ご

主
人
が
厚
生
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
特
例

納
付
の
対
象
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
三
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
二
十
一
日
で

す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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も
め
た
a
た

ι
菌
室
宣

a-zm

朔
べ
心
・

本
は
そ
の
翼
::・
⑪

文
学
賞
作
品
か
ら

新
刊
書
は
、
毎
年
数
多
く
、
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
昨
年
の
主
な
文
学
賞

作
品
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

し
ん
し
ん
と
雪
の
降
る
日
に
、
ご
ゆ

っ
く
り
お
読
み
く
だ
さ
い
。

O
芥
川
賞

昭
和
十
年
創
設
。
上
半
期
、
下
半
期

の
年
二
因
。
文
芸
春
秋
杜
が
芥
川
龍
之

介
の
名
を
司
記
念
し
て
創
設
し
た
純
文
学

賞
で
す
。

第
八
十
回
(
上
半
期
)
該
当
者
な
し
。

第
八
十
一
回
(
下
半
期
)
青
野
聡

「

愚
者
の
夜
」

重
兼
芳
子

「
や
ま
あ
い
の
煙
」

第三種郵便物認可昭和55年 2月1日発行

O
直
木
賞

昭
和
十
年
創
設
。
直
木
三
十
五
の
名

魚津市下村木町3975-1
tt22-0462 

開館時間
9時30分-18時
こどものへや

13時ー17時
土晦日 9時30分-16時

休館日
日曙 ・月末 ・彼自
秋期10日間

を
記
念
し
、
文
芸
春
秋
社
が
芥
川
賞
と

同
時
に
設
け
た
も
の
で
第
七
回
以
降
は

日
本
文
学
振
興
会
に
よ
っ
て
、
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

大
衆
文
芸
の
す
ぐ
れ
た
作
品
(
小
説
・

戯
曲
)
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

第
八
十
回
(
上
半
期
)
宮
尾
登
美
子

二
絃
の
琴
」
・
有
明
夏
夫

「大

浪
花
諸
人
往
来
」

第
八
十
一
回
(
下
半
期
)
田
中
小
実
昌

「
浪
曲
師
朝
日
丸
の
話
」
「
ミ
ミ

の
二
と
」
・
阿
刀
田
高

「
ナ
ポ

レ
オ
ン
狂
」

O
野
間
文
芸
賞

昭
和
十
六
年
創
設
。
講
談
社
が
、
初

代
社
長
野
間
清
治
の
名
を
-
記
念
し
て
、

創
設
し
ま
し
た
。

新
聞

・
雑
誌
・
単
行
本
な
ど
に
発
表

さ
れ
た
優
秀
作
品
に
贈
ら
れ
ま
す
。

第
三
十
二
回
藤
校
給
男

「悲
し
い

だ
け
」

0
日
本
推
理
作
家
協
会
賞

昭
和
二
十
二
年
創
設
。
年
一
回
、
す

ぐ
れ
た
推
理
小
説
、

評
論
に
対
し
て
、

日
本
推
理
作
家
協
会
が
贈
る
賞
で
す
。

第
三
十
二
回

(
長
編
部
門
)
天
藤
真

「
大
誘
拐
」
・
桧
山
良
昭

「
ス
タ

ー
リ
ン
暗
殺
計
画
」

(短
編
部
門
)
阿
万
田
高

「
来
訪
者
」

O
女
流
文
堂
貴

昭
和
二
十
二
年
創
設
。
日
本
女
流
文

μ
孟
告
会
が
、
は
じ
め
「
女
流
文
学
者
賞
」

と
し
て
創
設
。
女
流
作
家
の
優
秀
作
品

に
贈
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
に
、
中
央
公
論
社
に

移
り
「女
流
文
学
賞
」
と
な
り
ま
し
た
。

第
十
八
回
佐
藤
愛
子

「幸
福
の
絵
」
・

中
里
恒
子

「
誰
袖
章
」

9 

O
谷
崎
潤
一
郎
賞

昭
和
四
十
年
創
設
。
中
央
公
論
社
が

谷
崎
潤
一
郎
の
業
績
を
し
の
び
、創
業
八

十
周
年
を
記
念
し
て
設
け
た
賞
で
す
。

文
学
作
品
全
般
か
ら
、
優
秀
作
品
に

与
え
ら
れ
ま
す
。

第十
一由
田
中
小
実
回目
「
ポ
ロ
ポ
ロ
」

O
吉
川
英
治
文
掌
貴

昭
和
間十
一年
創
設
。古
川
英
治
が
「
毎

日
芸
術
賞
」
を
受
賞
し
、
そ
の
賞
金
を

後
進
の
た
め
に
寄
付
し
た
の
を
記
念
し

て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

第
十
三
回
吉
村
昭

「
ふ
お
ん
・
し

い
ぼ
る
と
の
娘
・
上
下
」

O
日
本
文
学
大
賞

昭
和
四
十
三
年
創
設
。
新
潮
社
の
二

代
目
社
長
佐
藤
義
夫
の
遺
志
に
よ
っ
て
、

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

小
説

・
評
論

・
詩
歌

・
戯
曲
を
対
象

介
ア
レ
主
主
q
J
。

第
土
回
加
賀
乙
彦

「
宣
告
」
・
山
本

健
吉

「
詩
の
自
覚
の
歴
史
」

読
み
た
い
本
は
、
電
話
で
も
予
約
で

き
ま
す
。

本
の
借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
三
冊
二

週
間
で
、
無
料
で
す
。

気
軽
に
、
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
e

2
月
の
お
し
ら
せ

4
日
側

か
げ
え

む
か
し
、
む
か
し
あ
る
と
こ

ろ
に
・・
・。

さ
あ
、
か
げ
え
の
お
は
な

し
が
は
じ
ま
る
よ
ノ

問
日
制

お
り
紙
で
つ
く
ろ
う
/

な
に
が
、
で
き
る
か
な
?
?

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座

か越
中
の
古
城
。

O
期

日

二

月

十

六

日

ω

O
講
師

塩

照

夫

先

生

(
養
護
学
校
教
頭
)

川
柳
教
室

。
期
日
二
月
十
三
日
附

O
課
題
「
受
験
」
「
掃
く
」

O
講

師

木

村

喜

見

城

先

生

'
l
i
l
-
-
'
。
ー
ー
l
o
l
l
i
-
-
-

古
典
に
親
し
む
会

O
期
日
二
月
二
十
二
日
幽

O
テ
ー
マ
源
氏
物
語

O
講
師
飛
世
麗
子
先
生

〈

V
-
-
-
o

い
ず
れ
も

O
会
場
図
書
館

0
時
間
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

三
時
三
十
分
ま
で

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

湯
豆
腐
の

作
り
方

微
震
ルト

'b
pd
qれ

北
部

ら
や

〈
，
F
，

ま
ず
、
だ
し
昆
布
は
、
少
し
上
質
な

幅
の
広
い
も
の
を
用
意
し
ま
す
。

土
鍋
に
昆
布
を
敷
い
て
水
を
は
り
豆

腐
に
、
す
が
た
た
な
い
よ
う
に
塩
一
つ

ま
み
を
加
え
ま
す
。

火
に
か
け
て
煮
た
っ
た
ら
、
豆
腐
を

入
れ
て
、
ま
だ
中
ま
で
熱
く
な
る
前
に

ゆ
ら
り
と
、
豆
腐
が
浮
き
上
が
っ
て
き

た
ら
、
小
鉢
に
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
け
汁
は
、
し
よ
う
ゆ
一
カ
ッ
プ
と

削
り
が
つ
お
十
グ
ラ
ム
、
酒
少
々
を
ひ

と
煮
し
て
、
こ
し
て
か
ら
器
に
入
れ
て

土
鍋
の
中
で
熱
く
し
て
お
き
ま
す
。

薬
味
は
、
糸
が
き
の
か
つ
お
や
、
あ

さ
っ
き
な
ど
を
、
た
っ
ぷ
り
と
添
え
ま

す
。
(
図
書
館
の
資
料
よ
り
)

。1)
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zs習
院

内

4
同
月

f
)
q
u
同
月

V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

マ
二
月
十
五
日
幽

マ
時
間
l
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
)

マ
場
所
l
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象
1
妊
娠
し
て
い
る
人
と
家
族

マ
今
月
の
内
容

・
映
画
l
妊
娠
か
ら
分
娩
ま
で

・
実
習
l
安
産
の
た
め
の
妊
婦
体
操

・
実
習

1
妊
娠
中
の
栄
養
、
貧
血
食

・
講
話
1
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

・
実
習
l
先
天
性
こ
関
節
脱
き
ゅ
う
の

予
防

-
そ
の
他
1
母
子
の
制
度
な
ど

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ
う
。
時
間
の
都
合
が
悪
い
人
は
半
日

づ
つ
で
も
結
構
で
す
。

マ
畳
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
屯
も
由
r

r
 

V
乳
児
検
診

凶日73月
28 142 月

(対日 (村日 月 日

H1寺0 3分0午前 1 午後 i 午後
HH付~寺，zl-l . 

I 8 2 1 2 1 
H寺 時H寺 時時

8 

終2月l昔月tか月児3 
終3にな児H争、珂E5H2 4 刀月児3 、~J 

か

月
象 l

児

" " f他戸-JT2 1i i4lL E 
~ ス
.tpj 

マ
三
か
月
児
検
診
時
に
、
股
関
節
脱
き

ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
か
月
児
検
診

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
及
び
、

歯
ブ
ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

月3 月2 月2 月

5 20 6 日
(羽目 (村日 (村日

2 2 l 
月 月 月
29 15 31 

3日 3日 3日 対
歳ま 歳ま 歳ま
にで にで にで
なに なに なに

幼る児 幼る児
つ 象|

幼た児

マ
受
付
時
間
l
午
後
一
時
1
二
時

マ
会
場
l
魚
津
保
健
所

V
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接
種

(
第
二
回
目
)
実
施

マ
該
当
者
l
(
第
一
期
)
五
十
五
年
一
月

一
日
現
在
、
満
二
歳
児
と
三
歳
児
で
、

三
週
間
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
接

種
(
一
月
i
三
月
実
施
)

(
第
二
期
)
第
一
期
を
二
回
l
三
回
接
種

終
了
者
で
、
接
種
後
一
年
を
経
過
し
て

い
る
三
歳
児
。

マ
な
お
、
四
歳
児
1
五
歳
児
で
、
今
ま

で
に
一
回
も
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、

三
極
混
合
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
ジ
フ
テ

リ
ア
の
単
独
だ
け
受
け
て
く
だ
さ
い
。

全
く
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
小
学
校
六

年
生
で
受
け
る
ジ
フ
テ
リ
ア
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。

マ
実
施
日
程

月2 

26 21 20 19 
(刈日 (対日 (村 日 (刈日

総ざ 松倉・上鳥中
経回本江 村木

該
ら

-住守h西布施ー
大 当

L、力積日
町 I也

天神.上野方
片員 ・ 下道

区

市民会館
ヨtエ』

" " " 士発

マ
受
付
時
間
1
各
日
共
午
後
一
時
i
二

土
寸
。

マ
禁
忌
事
項

ω発
熱
し
て
い
る
人
、
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
、

肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧
め

ら
れ
て
い
る
人
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
。

凶
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る

人
。ω接

種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

ωそ
の
他
、
接
種
に
不
適
当
な
状
態
の

人
。
以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の

で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日

O
朝
と
畳
の
体
温
を
計
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
母
子
手
帳
、
印
鑑
持
参
の
こ
と

o

v麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防
接
種
実
施

マ
実
施
場
所
l
市
内
の
か
か
り
つ
け
の

医
師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者
1
二
歳
児
を
中
心
に
生

後
十
八
か
月
か
ら
三
十
六
か
月
に
至
る

期
間
内
で
年
中
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法

1
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
料
金
無
料

V
胃
検
診

マ
受
付
l
午
前
九
時
1
十
時

マ
料
金
l
八
O
O円

③
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
、

一
切
召
し
上
が
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

富
山
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
主
催

…

〈
文
化
講
演
会

日
時
二
月
二
十
二
日
幽

午
後
六
時
i
八
時

場
所
農
協
会
館
四
階
大
ホ
ー
ル

講
師
金
沢
経
済
大
学
教
授

荒
牧
哲
郎
氏

テ
ー
マ
「
八

0
年
代
の
経
済
を

展
望
す
る
」

定

員

二

五

O
名
(
入
場
無
料
)

協
賛
魚
津
市
教
育
委
員
会

魚
津
市
連
合
婦
人
会

魚
津
商
工
会
議
所

新
川
青
年
会
議
所

新
川
経
済
倶
楽
部

…
婦
人
市
民
大
学
講
座

…

(
第
二
回
)

日
時
二
月
二
十
七
日
附

午
後
一
時
i
三
時

場
所
村
木
公
民
館

川
講
師
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校

産

業

・
教
育
研
究
室

長

木

村

浩

一

氏

テ
ー
マ
「
大
気
汚
染
公
害
」

定
員
五
十
名

(
先
着
順
入
場
無
料
)

協
賛
魚
津
市
教
育
委
員
会

魚
津
市
連
合
婦
人
会

魚
津
商
工
会
議
所

新
川
青
年
会
議
所

新
川
経
済
倶
楽
部

(12) 

ヘ
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ヘマ
受
付

1
午
後
一
時
i
二
時

マ
料
金

1
六
五

O
円

マ
一
年
に
一
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

V
成
人
病
相
談

マ
二
月
五
日

ω・
二
十
九
日

ω

い
ず
れ
も
午
後
一
時
1
二
時

マ
場
所

1
市
役
所
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端
)

第三種郵便物認可

O)U"の(A."

休嫌

気持も
のぴ.の必;

昭和55年 2月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

マ
内
容

1
医
師
に
よ
る
診
察

・
心
電
図

血
圧
測
定

・
検
尿

・
保
健
指
導

マ
検
査
料
1
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
健
康
相
談
と
健
康
体
操

三雪奪民臨大仁ま

jli 

屋民館折金三苫と 酉布聖民倉富

事埠

下 ~ 
~、m、I 公

hと l~ 止め

色18 範

jlf水iEts止st i i1f月1m shjt i 2月2 1 1月2 9 1月2 8 
実

純i

(>!-日4 
日 日 日

日 日 (刈 (fll 

11 11 
3時分101 午時前10 午時後3午前時13 0 

時3午時後 H寺

ILtl 

実科食病成人 f月iI
-1)-

マ
寒
い
時
期
は
、
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
成
人
病
予
防
、
若
返
り
、

体
力
づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
o

v
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
健
康
相
談

・
日
時
l
二
月
十
二
日

ω十
時
三
十
分

1
十
二
時

-
内
容

1
「
寸
劇
」
(
栄
養
士
ほ
か
に

よ
る
)
・
個
別
相
談

-
日
時
l
二
月
二
十
六
日

ω十
時
三
十

分
l
十
二
時

・
内
容
l
映
画

・
個
別
相
談

V

「
耳
の
日
」
の
相
談

三
月
三
日
は
、

『
耳
の
日
』
で
す
。

最
近
ち
ょ
っ
と
耳
が
遠
く
な
っ
た
か
な

?
補
聴
器
の
調
子
が
悪
い
か
な
?
、
と

い
う
人
は
、
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

当
日
は
耳
の
検
査
、
補
聴
器
の
修
理
を

行
い
ま
す
。
診
察
や
聴
力
検
査
な
ど
は

無
料
で
す
。

な
お
、
当
日
は
身
体
障
害
者
手
帳
と

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
手
帳
を

交
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
印
鑑
だ
け

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
日
時
三
月
一
日

ω

受
付
時
間
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

O
市
民
会
館
二
階

ご
}
み
収
集
車
に
ご
注
意
々

ご
み
収
集
作
業
中
の
と
き
は
、
大
変

危
険
で
す
か
ら
、
ご
み
収
集
車
に
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
次
の
こ
と

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
、
ご
み
収
集
車
に
自
分
で
ご
み
を

投
入
し
な
い
こ
と
。

2
、
ご
み
収
集
中
に
ご
み
を
持
参
さ

れ
た
と
き
は
、
作
業
員
に
渡
す
か
、

そ
の
近
く
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

3
、
小
さ
な
子
供
を
、
収
集
車
に
近

寄
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

収
集
車
が
停
車
し
て
作
業
中
の
場
合

は
、
危
険
が
伴
い
ま
す
か
ら
、
危
険
防

止
の
た
め
以
上
の
こ
と
を
、
必
ず
お
ま

も
り
く
だ
さ
い
。

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

マ
二
月
十
二
日

ω午
後
一
時
三
十
分
1

三
時
ま
で

マ
場
所
魚
津
保
健
所

マ
精
神
科
医
師
及
び
保
健
婦
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

V
標
語
(
健
康
づ
く
り
振
興

財
団
「
か
る
た
標
語
」
よ
り
)

o医
療
費
を
食
費
に
あ
て
る

マ
マ
の
知
恵

O
苦
労
し
て
治
療
す
る
よ
り

ま
ず
予
防

O
血
が
通
う
母
乳
で
育
つ
健
康
児

。
保
健
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね

は
生
活
環
境
課
保
健
係
ま
で
。

(g
nー

2
2
0
0
番
内
線
2
3
1
)

H2
尽
の
休
日

v

診
療
医。診療時間は、いずれも午前

9時から午後 5時まで。

(13) 

2
月一

O
-
E
E
q
E
E
一
本
町
一
丁
目

一日時一
冊
一
船
崎
医
院
一
例
制
ト
汀
一
日

1

2

0
1
-
0
一
自
ト

r
E
E
一

吉

島

日
日
一
回
一
堀
井
医
院
一
町
@
ぽ

G
I
G
O

-
-
一

抗日
一
魚

津

神

経

一

江

口

-
E
一。
一サナト
リ
ウ
ム

一宮
@
|
3
4
8
6

7

1
一
功
一
ヰ
邑
1
こ
も
一
中
央
通
り
二
丁
目

口
日
一
同
一
桝
崎
医
院
一
釦
伽
百
引
に
引

M

M
日
一
回
一
宮
本
医
院
一
刷
物
ト
げ
日

2

3
月一

分
一
河
内
内
科
一
下
材
木
町

2
日

一

任

一

病

院

一

宮
②

|
3
2
1

0
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-
市
職
員
(
業
務
員
)
を
募
集

昭和55年 2月1日発行

市
で
は
、
次
の
職
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
は
二
月
十
五
日
ま
で
に

履
歴
書
(
市
販
の
も
の
で
本
人
の
履
歴

と
家
族
の
状
況
を
-記
載
し
、
写
真
を
は

っ
た
も
の
)
を
持
参
の
う
え
市
役
所
総

務
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
清
掃

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

-
学
校

に
勤
務
す
る
業
務
員

募
集
人
員
男
子
約
三
名

V
保
育
園
に
勤
務
す
る
業
務
員

募
集
人
員
女
子
約
三
名

マ
い
づ
れ
も
五
十
五
年
四
月
一
日
現

在
で
三
十
歳
以
下
の
人
(
昭
和
二

十
四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
れ
た

人
)

マ
五
十
四
年
四
月
一
日
以
降
引
き
続

き
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
に
限

り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
職
員
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
内
線
2
5
9
)

-
母
子
家
庭
中
卒
者
の
激
励
会

今
春
三
月
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子

世
帯
の
生
徒
を
招
い
て
激
励
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
母
子
福

祉
会
か
ら
記
念
品
を
、
又
、
市
か
ら
は

卒
業
祝
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
か
ら
該
当

者
は
、
当
日
会
場
へ
印
鑑
を
ご
持
参
く

錦

だ
さ
い
。

民市

マ
日
時

V

一
一
月
二
日
午
後
二
時
か
ら

-
海
外
移
住
相
談
会

一
一
月
十
五
日
幽
午
後
六
時
1

九
時

マ
と
こ
ろ
富
山
県
民
会
館
五

O
二
号

宏
孟

マ
内
容
南
米
を
紹
介
し
た
映
画
会

及
び
個
別
相
談
会

北

・
南
米
及
び
豪
州
へ
の
海
外
移
住

(
就
職
)
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご

自
由
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
間
合
わ
せ
は
県
総
務
部
総

務
課
外
事
係

(8
0
7
6
4
l
剖

1
4

1
1
1
内
線
3
3
6
)
へ
ど
う
ぞ

マ

介
」会」

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
し
物

ま~~第 {崖

つり 芸能土 ー回 物名し

正午 (2日日4 ) 時日

-2口円t ) 当日 売前
入

場料

み皇 王催者

作魚津善意銀色への噌密
中古衣類35.'~.1:

ガスオーブン 1台

学習机、椅子 1，肉l
中古衣類

古 切 手 1，470枚

古切手 1，253枚

5，000円

2，000 

70，000 

80，000 

50，000 

3，000 

3，489 

3，652 

199，114 

50，000 

力日航保育園母の会

高 野 多喜郎 縁町

守 健三本江

飛世印房

魚沼土ライオンズクラフー

水 白ヤヨエ 港町

匿 名

(州金太郎温泉

金太郎温泉仏教大会

冨居民夫 末広町

富居なつ子 金浦町

西田サキ末広町

匿 名

愛の募金箱市内47ヵ所分

普明会教団 高岡支部

新川信用金庫信金会

-
行
政
相
談
室
、
移
動
県
民

相
談
室
を
開
設

とと
こ
ろ き

五
十
五
年
二
月
七
日
附

午
後
一
時
1
四
時

市
役
所
市
民
相
談
室

-m春
季
フ

l
ド
・
ウ
ィ
ー
ク

三
月
一
日
出
か
ら
十
四
日
幽
ま
で
の

二
週
間
は
、
春
季
フ
ー
ド

・
ウ
ィ
ー
ク

(食
品
週
間
)
で
す
。

期
間
中
に
富
山
県
で
は
次
の
よ
う
に

実
施
し
ま
す
。

一
、
富
山
食
生
活
展

付
期
間
五
十
五
年
三
月
六
日
附
i

十
日
間開
午
前
十
時
1
午
後
六
時

(
最
終
日
は
午
後
二
時
ま
で
)

口
会
場
富
山
県
民
会
館
A
展
示
場

臼
内
容
食
料
品
の
展
示
、
即
売
、

実
演
及
び
消
費
者
啓
発
事
業

二
、
特
別
割
引
セ
ー
ル

小
売
庖
、
ス
ー
パ
ー
、
デ
パ
ー
ト

30，000 

魚津市明るい社会づくり推進協議会
81，356 

島沢睦美坪野 3，012 

谷口 善治長引野 10，000 

島崎玲子新角川一丁目 30，000 

魚津麺類欽食業組合 20，000 

魚津カトリ ック教会所属 63，856 
ボーイスカウト第三団方ールスカウト第一団

紺屋町婦人会代表布目和子 6，918 

三井きあ島尻 1，118 

魚津ラグピースポーツ少年団 26，817 
代表吉l崎敏宏

野々 義弘諏訪町 5，114 

匿 名 1，828 

歳末助け合い民謡の集い魚津郭声会
106，210 

2，000 

に
お
け
る
通
常
販
売
価
格
か
ら
割

引
版
売
を
行
い
ま
す
。

付
期
間
庖
毎
に
フ
l
ド
、
ウ
イ
|

ク
期
間
中
の
数
日
間

口
参
加
庖
マ
ー
ク
入
り
参
加
庖
ポ

ス
タ
ー
で
庖
頭
表
示

日
割
引
商
品
マ
ー
ク
入
り
ス
テ
ツ

カ
等
で
庖
内
表
示

-
離
転
職
者
の
み
な
さ
ん
へ

ミ
ニ
講
習
受
講
の
お
す
す
め

雇
用
促
進
事
告
京
団
で
は
、
あ
ら
た
な

職
業
に
就
か
れ
よ
う
と
な
さ
る
方
に
、

能
力
再
開
発
適
応
講
習
を
開
講
し
ま
す
。

手
ご
た
え
の
あ
る
確
か
な
再
出
発
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
あ
な
た
自
身
を

再
点
検
し
て
見
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す

カ
こ
れ
ま
で
と
は
一
味
違
っ
た
何
か
を

身
に
つ
け
ら
れ
、
よ
り
有
利
な
職
業
選

択
の
幅
を
ひ
ろ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
公
共
職

業
安
定
所
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

sm<<ホin'Ckan

上村木

、、‘，，，
，

an--

..•••• 
f
l
‘1
 

昭雄中村
ちょっとした心づかいも味のうち
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-
五
十
四
年
度
第
四
次
自
衛
官
募
集

一
、
採
用
目
標
数

二
等
陸
士

二
等
海
士

二
等
空
士

一
、
募
集
期
間

五
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
五
十
五

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

一
、
待
遇

。
特
別
国
家
公
務
員

。
衣

・
食

・
住
無
料
支
給

。
各
種
技
術
修
得
可
能

。
実
質
給
与
一
一
一
九
、
八
O
O
円

。
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
(
約
五
ヵ
月
)

。
特
別
退
職
手
当
支
給

そ
の
他
各
種
手
当
支
給

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

市
民
課

(g
n
l
2
2
0
0
)
又
は
、

自
衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所
へ
(
上
村
木

野
田
ビ
ル
内
)
g
u
l
l
0
3
60

八
一
名

四
名

三
名

-
働
き
な
が
ら
学
ぶ
高
校
生
を
募
集
グ

年
齢
・職
業
・性
別
を
問
わ
ず
毎
日
、

午
後
五
時
半
ご
ろ
ま
で
に
登
校
で
き
る

方
な
ら
ば
誰
で
も
受
検
で
き
ま
す
。
県

立
魚
津
高
等
学
校
定
時
制
課
程
(
普
通

科
)
で
は
、
五
十
五
年
四
月
か
ら
入
学

す
る
生
徒
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い

ま
す
。

マ
出
願
手
続
き
な
ど

ω出
願
期
間
五
十
五
年
二
月
十
八
日

間
1
三
月
二
十
六
日
附

ω検
査
期
間
五
十
五
年
三
月
二
十
八
日

働
午
前
九
時
か
ら

ω検
査
科
目
作
文

・
面
接

ω合
格
発
表
日
五
十
五
年
三
月
三
十
一

日
開
正
午

問
そ
の
他
、
詳
わ
し
い
こ
と
を
知
り
た

い
方
は
次
の
い
ず
れ
か
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

ア
、
魚
津
高
等
学
校
定
時
制
課
程
g
n

l
l
ハU
円

L
円

L
1
i

イ
、
出
身
中
学
校
g
n
|
0
6
1
8

一
、
と

-
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
講
習
会

き

一
一
月
十
五
日
1
三
月
十

四
日
毎
週
金
曜
日
の
五

一
、
と
こ
ろ

一
、
定
員

一
、
申
込
日

一
、
申
込
先

回
、
午
前
九
時
三
十
分

j
午
後
三
時

魚
津
公
民
館

二
十
人
、
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。

一
一
月
八
日
幽
十
三
日
同

市
民
相
談
室
内
内
職
相

談
コ
ー
ナ
ー
宮
n
|
2

2
0
0内
線
2
3
8番

-
保
育
科
生
徒
募
集

富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
で
は
次
の

よ
う
に
保
育
科
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す。
そ
の
目
的
は
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
一
般
女
子
、
勤
労
女
子
の
教
養
を
深

め
、
特
に
保
育
に
関
す
る
専
門
的
教
養

と
知
識
を
習
得
さ
せ
て
、
特
に
将
来
保

母
と
し
て
の
実
力
の
養
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

マ
修
業
年
限

マ
募
集
人
員

一
一
ヵ
年

約
八

O
名

清水弥生浜経団 ビータ ッチ手芸他

大町区百扇会大町 タオル76本外 4件

(附富山銀行中央通り 10，000円

匿名 10，000 

匿名 4，000 

畠平 茂東京者i此区桐ヶ白2トW16-404
20，000 

5，000 

30，000 

200，000 

100，000 

100，000 

10，000 

100，000 

43，000 

150，000 

1，000 

辻 遅黒 ・三 日市

石田孝作文化町

中島長治 火の宮町

鍛 治房子村木町

岩崎清作大光寺

三日市婦人会 黒 ・三 日市

坂 本龍一大光寺

新川ヴィーラ後援会

林 太丞上口

浜元 の え 百 扇 会 会員

海野まさ子 埼玉県桶川市 1
武 限友子六郎丸 j 

高島栄太郎蛇田

大沢寛雄双葉町

上市町議会上市町

せき
石 川三 次 郎 友 道 10，000 

沖田純子本町 10，000 

有沢武雄本町 10，000 

魚津市連合婦人会代表大愛和歌子 100，000 

米山律子上市町大永 田 2，000 

吉野 トシ子 20，000 

新川ヴィーラ理事会 1，500，000 

金岡忠商庖 富 ・公文名 50，000 

ビニフレーム工業(附 北鬼江 50，000 

附さと う 火の宮町 30，000 

魚津防水(附北鬼江 20，000 

惰)吉岡板金工業所富 ・赤田 20，000 

笹木土建江口 30，000 

黒田塗装工業所末広町 30，000 

室鉄筋 入 ・君島 30，000 

上市町婦人ボランティア養成講座受講生一同
10，000 

2，000 

505，00。

10，000 

二
月
十
八
日
間
1
三
月

二
十
六
日
附
正
午
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、
富
山
市
赤
江
町

一ノ
四
五
富
山
県
立
雄
峰
高
等
学
校
宮

0
7
6
4
|叫
1
4
9
5
1
へ
ど
う
ぞ
。

マ
出
願
期
間

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

一一
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
団
地
区
・
・
・経
田
中
町
・東
町
・寿
町

加
積
地
区
・:
吉
島
・上
村
木
・相
ノ
木

な
お
、
点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ

ス
協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
M
|
5
3
4
0

降
雪
期
で
す
。
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
所
ま

で
、
こ
ま
め
に
、
除
雪
を
お
願
い
し
ま

す。

-8電
話
教
室
の
ご
案
内

20，000 

5，000 

10，000 

魚
津
電
報
電
話
局
で
は
、
今
春
卒
業

さ
れ
る
生
徒
さ
ん
や
新
入
社
員
を
対
象

に
「
電
話
の
知
識
」
や
「
正
し
い
マ
ナ

|
」
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

電
話
教
室
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
日
時
、
場
所
等
を
お

決
め
い
た
だ
き
次
の
と
こ
ろ
ま
で
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
人
数
に
関
係

な
く
こ
ち
ら
か
ら
出
向
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

魚
津
電
報
電
話
局
自
動
運
用
課

g
n
1
4
9
3
5
 

固定資産税第4期分

国民健康保険税

第4期分

納期限2月29日
お菓子50袋

。。
男物着物 2枚

宮崎 ヨシ大光寺

新川ヴィーラ後援会

有倉妙喜1
ト黒 ・長屋

有 倉 サキ j

横 田 昭経団西町
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その(35)ふるさとの文化財

ア

カ

ト

リ

(
民
俗
文
化
財
)

漁
具
l
②

指

定

昭
和
五
十
年
七
月
三
十
日

市
指
定

魚
津
市
小
川
寺
字
天
神
山

富
山
観
光
パ
ス
天
神
行
終
点

徒
歩
十
分

魚
津
市

所

在

所
有
者

舟
底
に
た
ま
っ
た
水
を
か
き
だ
す
道

具
で
、
ひ
し
ゃ
く
状
の
も
の
は
昔
か
ら

の
形
で
、
ち
り
と
り
に
似
た
形
の
も
の

は
新
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

舟
板
は
水
が
し
み
込
ま
ぬ
よ
う
に
合

わ
せ
目
は
ず
い
ぶ
ん
工
夫
を
し
て
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
古
く
な
る
と
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
水
が
浸
入
す
る
。
ま
た
、
波

し
ぶ
き
ゃ
雨
な
ど
も
あ
る
の
で
、
い
つ

も
気
を
つ
け
て
水
を
く
み
だ
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

舟
底
の
水
を
ア
カ
と
い
い
、
道
具
を

ア
カ
ト
リ
ま
た
は
ア
カ
カ
キ
と
い
う
の

は
標
準
語
に
近
く
、
ほ
ほ
全
国
的
で
あ

る
。
ア
カ
は
椴
語
で
仏
に
供
え
る
水
の

こ
と
で
あ
る
。
舟
に
水
が
満
つ
る
と
沈

ん
で
し
ま
う
の
で
水
と
い
う
の
を
忌
ん

で
、
こ
の
仏
教
用
語
を
用
い
た
も
の
で

な
か
ろ
う
か
。

圃
レγ411集l-J.e」)

G君

。。

運
転
者
の
み
な
さ
ん
、
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
す
る
ぷ
喝
の
時
間
帯
。
夕
暮

れ
か
ら
育
に
か
け
て
の
四
時
間
は
、
運

転
者
に
と
っ
て
も
歩
行
者
に
し
て
も
、

最
も
注
意
を
要
す
る
と
き
で
す
。

薄
暮
時
は
、
急
に
視
界
が
悪
く
な
る

ば
か
り
か
、
買
い
物
や
家
路
を
急
ぐ
人

た
ち
で
道
路
は
混
雑
を
き
わ
め
ま
す
。

運
転
さ
れ
る
方
は
、
夕
暮
れ
時
に
は

昼
間
よ
り
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
し
た

り
、
人
の
動
き
に
は
こ
と
さ
ら
気
を
配

る
な
ど
、
畳
間
と
は
違
っ
た
配
慮
が
必

要
で
し
ょ
う
。

日
々
の
生
活
の
中
に
「
出
火
原
因
」

は
無
数
に
こ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

お
風
呂
の
消
し
忘
れ
、
こ
た
つ
や
ア

イ
ロ
ン
の
っ
け
っ
ぱ
な
し
、
た
ば
こ
の

火
の
不
始
末
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
点
火

し
た
ま
ま
の
給
油
、
子
供
の
火
遊
び
な

ど
。
二
月
は
特
に
、
空
気
が
非
常
に
乾

燥
し
て
い
ま
す
。
火
の
元
に
は
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
を
・・・
・・・
。

市
企
画
広
報
室
宮
内
線
2
3
8
番

印制/魚津印刷株式会社

市の面積 200.75附

海岸線 7.9km 

世帯数 12，998

人口(男) 24，037人

(女)25，830人

計 49，867人

市の人口
(12月末現在)

編集/企画広報室


